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○いちばん大切なものは… 

 １学期最後の学校通信です。 

 全校生徒の皆さん「たくさんの元気」を、ありがとうございました。 

 色々な出来事がありましたが、生徒の皆さんは本当によく頑張りました。 

 ４月に赴任した私も職員の一人として誇らしく思っています。 

 さて、明日からはじまる夏休みを前に二つのお願いをさせてください。 

 まず一つ目は「命を大切にする」ということです。 

 いちばん大切なものは、かけがえのない命です。 

 ケガや事故には十分に注意をしてください。 

 また休み中も菅生中学校の一員であることに変わりはありません。 

 常に自覚と責任をもった行動をお願いします。 

 続いて二つ目は「素直に受け入れる」ということです。 

 ４月から私は生徒の皆さんの様子を、ずっと観てきました。 

 同時に先生方の様子も、ずっと観てきました。 

 菅生中学校は「いい先生」ばかりです。 

 いったい何がいいのでしょうか…。 

それは「常に皆さんのことを考えている先生方」なのだということです。 

 成長してもらいたいから時には厳しいことも言うかもしれません。 

 でも、どうでもよかったら言わないのです。 

 そのことを理解してほしいと思います。 

 ぜひ先生方の指導を素直に受け入れてください。 

 そして一人一人が大きく成長してほしいと思います。 

 それではまた２学期に、とびきりの笑顔で再会しましょう。 

 

○保護者の皆様へ 

 お忙しい中、保護者会へのご出席を、ありがとうございました。 

 子どもたちにとって、きっと実り多い懇談になったのではないでしょうか。 

 本日、終業式を迎えることができました。 

 たくさんの「ご理解・ご協力・ご支援」をいただきました。 

 また、いつも温かく見守っていただきましたことに心から感謝申し上げます。 

 菅生中学校一同、２学期も力いっぱい頑張ります。 

 今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 


